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本研究によって、492GHz超伝導サブミリ波受信機を開発し、富士山頂サブミリ波望遠鏡をもち

いて中性炭素原子線(CI)の天体観測をおこなった。製作した受信機の性能は、Trx = 120 K (DSB)

と世界最高水準に達成し、LMSA用のサブミリ波受信機の開発に貢献している。また、本研究を

通して、サブミリ波受信機開発のできる人材 (前沢裕之 D3・伊藤哲也 D1)が育成されている。

主な設備備品として500GHz用6逓倍器 (総合電子・RPG-MUX6-80) を一台購入した。 

主に開発した項目は、1) 準光学的なLOカップル法、2) 磁場によるジョセフソン電流の打ち消

し法、3) 真空窓材、4) 赤外線フィルター、5)ミキサーホーンと望遠鏡光学系との位置合わせ

法などである。さらに、受信機の遠隔制御によるチューニング技術や真空装置や冷凍機を含め

た停電対策の開発をおこなった。富士山頂では、数ヶ月に1度程度の割合で停電が起こったが、

受信機は無事に遠隔制御で運用されている。これらの技術は、ASTE (Atacama Submillimeter 

Telescope Experiment)の350 GHzのサブミリ波受信機に活かされ、LMSA/ALMAの受信機開発に貢

献すると考えている。 

富士山頂サブミリ波望遠鏡に搭載された500 GHz受信機は、大気吸収やレドーム等のロスを

含めてシステム雑音Tsys = 1000 K (SSB)と、既存のサブミリ波望遠鏡 (CSO, JCMT, HHT, ASTRO, 

KOSMA)と比較して、十分に高性能である。実際、これまでに2分角ビームで20平方度をマッピン

グ観測することに成功している。これらの結果は、観測結果の論文２、装置の論文１としてす

でに出版されている。また、幾つかの観測結果の論文を準備している。 
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